


「未来を拓く『学び』プロジェクト」では、埼玉県教育委員会と東京
大学ＣｏＲＥＦが研究連携し、「知識構成型ジグソー法」の手法を用
いた協調学習の授業実践を通じて、アクティブ・ラーニングの捉え直
しを行っています。生徒の学び合い、主体的な学びによる生徒の変
容で、埼玉の教育が大きく変化しています。

【プログラム】
■■オンデマンド配信■■

・埼玉県 教育長挨拶
・協調学習に係るICT活用の取組

■■リアルタイム配信■■
～テーマ～ 各教科の協調学習から見えてきたこと

第１部 午後１時～
国語／保健体育／家庭／農業／情報

第２部 午後２時１５分～
地理歴史／数学／音楽／書道／商業

第３部 午後３時３０分～
外国語／公民／理科／美術・工芸／工業

※ 本シンポジウムの開催にあたり、映像の録画・録音は固くお断り
します。

「知識構成型ジグソー法」は、「話す」、「聞く」、「考える」といった、一連の
活動を繰り返し、考え方や学び方そのものを学習活動の中で学べる「協調
学習」のための手法の一つです。

まず、問いについて自分自身で答えを考えることからスタートします。

その後、課題を解決するためのヒントとなる数種類の教材を用いて、グ
ループでの話し合い活動を行います。

違う教材を学んだ生徒で新しいグループをつくると、異なる知識一つ一つ
がパズルのピースとしてつながり、知識が融合されることで、与えられた課
題の答えにたどり着きます。

グループ活動後は、その活動を通して広げ深めた考えを基に、与えられた
課題に再び向き合い、最後は一人で課題に対する答えをまとめていきます。

※ 「知識構成型ジグソー法」は、東京大学CoREF故三宅なほみ氏が考案
した授業手法です。
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